
広島地方最低賃金審議会 

第 574回 本審議会 議事要旨 
 

開催日時 令和８年９月２日(水) 11時 00分～12時 30分 

開催場所 広島合同庁舎１号館５階１号会議室  

出席状況 

公益を代表する委員 

労働者を代表する委員 

使用者を代表する委員 

出席 ４人 

出席 ４人 

出席 ５人 

定数 ５ 人 

定数 ５ 人 

定数 ５ 人 

主要議題 

１ 令和８年度広島県最低賃金の改正決定に係る異議申出の取扱いについて 

２ 令和８年度広島県特定最低賃金の改正決定等の必要性について 

３ その他 

議   事   要   旨 

１ 令和８年度広島県最低賃金の改正決定に係る異議申出の取扱いについて 

事務局から６件の異議申出書の提出がなされたことを説明し、広島労働局長から広島地

方最低賃金審議会会長に、「異議申出について意見を求める」旨の諮問文が手交された。 

その後、事務局が異議申出書の要旨を読み上げた後、異議申出の内容について、公労使

委員が個別に協議した。 

その結果、全会一致で「令和８年８月 17日付け答申どおり決定することが適当である」

との結論となり、広島地方最低賃金審議会会長から広島労働局長に、その旨の答申文が手

交された。 

２ 令和８年度広島県特定最低賃金の改正決定等の必要性について 

労働協約ケース６業種の必要性の審議方式について、労側は「昨年度同様、本審で必要

性の有無を確認し、専門部会で金額審議を行うことを基本と考える。」旨の意見であり、

使側は「業種によっては、専門部会で必要性を審議することを提案したい。専門部会に付

託すること自体が必要性ありを意味するものではない。」旨の意見であった。 

公正競争ケース３業種について、使側は「運営小委員会での議論もあるので、運営小委

員会に委ねるのがよいと考えている。」旨の意見であり、労側は「運営小委員会の座長報

告は重く受け止める必要があると考えている。」、「他県では全業種同じ審議方式で審議し

ている。業種によって異なる審議方式をするのであれば、その理由を明確にしておく必要

があると思う。」旨の意見であった。 

会長から「労働協約ケースと公正競争ケースを分けて議論していく方向で整理し、具体

的な方法は、この後に開催する運営小委員会で議論したい。」旨の説明がなされ、異議は

でなかった。 

３ その他 

次回第 575回本審は、日程調整をしたうえで開催することとなった。 

 

 

 


